
Ｊ
Ａ
女
性
部
と
は

　
Ｊ
Ａ
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
食
と
農
、
く
ら
し

に
関
心
の
あ
る
女
性
が
、
集
ま
っ
て
活
動
す
る
組
織

で
す
。
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
は
、
ほ
と
ん
ど
の
Ｊ
Ａ
に
あ

り
、
全
国
に
６
５
２
組
織
、
約
５５
万
人
（
平
成
３０
年

７
月
現
在
）
の
メ
ン
バ
ー
が
い
ま
す
。
主
な
活
動
と

し
て
、
食
農
教
育
の
実
施
や
各
種
大
会
・
研
修
会
の

開
催
、
福
祉
事
業
を
通
じ
た
地
域
住
民
と
の
交
流
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
女
性
部
（
佐
々
木
博
子
部
長
）
は
、
能
代

支
部
、
二
ツ
井
支
部
、
藤
里
支
部
の
３
支
部
に
分
か

れ
て
活
動
し
て
い
る
ほ
か
、
部
員
同
士
の
情
報
交
換

の
場
を
設
け
る
た
め
、
３
支
部
合
同
の
行
事
も
開
催

し
て
い
ま
す
。
様
々
な
活
動
を
通
し
、
女
性
た
ち
が

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
こ
と
、
ま
た
、

地
域
や
社
会
が
本
当
の
意
味
で
豊
か
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
の
活
動
と
役
割

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
・
農
業
情
勢
は
急
激

な
変
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

「
食
」
と
「
農
」
の
大
切
さ
が
改
め
て
見
直
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
地
域
社
会
の
要
で
あ
る
女
性
部
の
活

動
が
よ
り
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
食
」
と
「
農
」
の
大
切
さ
、
農
業
の
果
た
す
多

面
的
な
役
割
を
理
解
し
て
も
ら
う
『
食
農
教
育
』
や
、

地
場
産
食
材
の
供
給
拡
大
、
地
域
の
食
文
化
の
継
承

を
目
的
と
し
た
『
地
産
地
消
運
動
』
。
ま
た
、
少
子

高
齢
化
が
進
む
地
域
に
お
い
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
づ
く
り
を
行
う
『
助
け
あ
い
活
動
』
な

ど
、
そ
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
、
地
域
に
と
っ
て

欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　１月３１日に開かれた、第１５回ＪＡあきた白神女性部
大会・家の光大会であいさつをする佐々木博子部長。
　女性部員約２００人が参加し、「食」と「農」を基軸
とした活動の充実や幅広い世代の仲間づくりを推し進
め、ＪＡと協力しながら知恵を出し合って活動してい
くことを誓いました。

　１月３１日に開かれた、第１５回ＪＡあきた白神女性部
大会・家の光大会であいさつをする佐々木博子部長。
　女性部員約２００人が参加し、「食」と「農」を基軸
とした活動の充実や幅広い世代の仲間づくりを推し進
め、ＪＡと協力しながら知恵を出し合って活動してい
くことを誓いました。

会
場
が
笑
い
に
包
ま
れ
た

今
立
善
子
さ
ん
の
講
演

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で

　
　
　
　
年
間
の
活
動
を
確
認

藤里町民祭では藤里産食材を提供

二ツ井支店前の花壇を地区女性部員が整備

農
業
と
地
域
を
元
気
に　
Ｊ
Ａ
女
性
部
活
動

～
ふ
み
だ
す
勇
気　

学
ぼ
う
・
伝
え
よ
う
・
地
域
と
と
も
に
～
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